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ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

Nature in and around Mount Fuji 

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………

2008年度　第１回アースウォッチ国内プロジェクトが実施されました

船津の里山環境調査を再開し、貴重種４種が確認されました

　２００３年から実施させていただいているアースウォッチ国内プロジェクトで

すが、昨年は国際プロジェクトが３回あったために実施できませんでした。今年

度は、国際プロジェクトが１回、国内プロジェクトが３回計画されています。その

第１回が、６月１３～１５日に実施されました。梅雨の時期で天候が心配されまし

たが、これまでのジンクス「国内プロジェクトでは、雨で野外調査が出来なかっ

たことがない」の通り、前日までの梅雨空がウソのような晴天に恵まれ、１日目

は身延町でミヤマシジミ（絶滅危惧Ⅱ類）の、２日目は甲府盆地でミヤマシジミ

とシルビアシジミ（絶滅危惧Ⅰ類）の調査を行いました。３日目は富士山麓唯

一の生息地梨ヶ原でミヤマシジミの調査を実施することができ、毎月の個体数

の変化を知ると同時に、シルビアシジミの幼虫にもクロヤマアリが共生することが

わかり、大きな成果を挙げました。今回、交通費や宿泊費等を全て自己負担で集まっ

て下さったボランティアは５名でしたが、その内の４名は２００３年以降にすでに３～５回

参加して下さったリピーターの方々で、遠くは愛知県犬山市から来て下さいました。

　自然共生研究室の「絶滅危惧草原性チョウ類の保護のための調査」が、富士山と

その周辺の自然環境保護のために、いかに大切かをよく理解して下さっている方々

ばかりで、心から感謝申し上げます。

　

 ２００３年に富士山麓船津地区（総合公園西の雑木林と耕作地帯）で、里山環境の豊

かさを知るために実施したチョウ類調査で、富士山の草原環境を代表するアサマシ

ジミ・ヒメシジミ・ヒョウモンチョウ・ギンイチモンジセセリ等６種の絶滅危惧種が見つ

かり、それらが生息する草地と畑でそれらの保護への配慮をお願いして来ました。

　それから５年が経過し、周辺の環境も若干変わっていますので、これらの貴重種が

どうなっているかを知り、今後の保護活動を考えるために、今年度は４月から２００３年

と同じ場所で、月２回の調査を甲州昆虫同好会幹事の宮下泰典氏に委託して実施し

ていただいております。

　６月下旬までの途中経過ですが、すでに、アサマシジミ・ギンイチモンジセセリ・ヒョウモンチョウに加えて、ヤマキチョウの４

種の絶滅危惧種が確認されました。宅地や休耕地が増えたものの、草刈りなどで適切に里山環境が維持されていることが

わかりました。今後とも、これら貴重種のすむ貴重な里山環境の保全に、ご理解とご協力をお願いいたします。

・アースウォッチ国際プロジェクト「富士山の絶滅危惧チョウ類調査」が、アメリカとオーストラリアから４名のボランティアが

　参加して、７月１９～２８日の１０日間実施される予定です。

・６月広報の自然共生研究室で飼育していたゲンジボタルの飼育ができなくなったという内容をみた山梨日日新聞社の記者

　が、カワニナの減少とゲンジボタルの危機について記事を書いて下さいました。

・河口湖フィールドセンターで行われている「ガイドウォーク」の様子が、６月２８日の山　梨日日新聞で紹介されました。

・河口湖フィールドセンターでは、８月の夏休みの時期を利用して、「写真展～富士山とその周辺の自然（仮称）～」を中川雄

　三氏と共同で計画しております。
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初心者からのシナリオ教室初心者からのシナリオ教室

みんなシナリオライターになろう！！

　町では、昨年に引き続き「第2回富士山・河口湖映画祭シナリオコンクール」を実施いたします。そこで当コンク

ール実施に先立ち、たくさんの方から富士山麓を舞台にしたシナリオをご応募いただけるよう、どなたでも参加い

ただける、初心者からの「シナリオ教室」を実施いたします。このシナリオ教室は、大前玲子先生（シナリオ・センタ

ー）を講師にお招きし、シナリオの基本的な書き方やシナリオを書く面白さについて学んでいただきます。また、事

務局よりシナリオコンクールの狙いなどについて説明いたします。

【日　　時】　８月９日(土)　午後１時３０分～５時まで

【場　　所】　富士河口湖町中央公民館

【費　　用】　１人　１０００円　(当日徴収)

【定　　員】　先着６０人

【講　　師】　シナリオ・センター　　大前玲子氏

【申し込み】　参加ご希望の方は、FAX (７２－２８１７)にて、シナリオ教室参加希望・住所・氏名・年齢・電話番号・ＦＡＸ

　　　　　　番号を記入し、富士河口湖町観光課までお申し込みください。締め切りは７月３１日まで。

たくさんのご参加をお待ちしております！！

お問い合わせ

富士山・河口湖映画祭実行委員会事務局（観光課内）

ＴEL　７２－３１６８　・　FAX　７２－２８１７

「
深
緑
の
織
部
」
　

　
　
　
米
山
久
志
　
作
陶
展

『
夏
休
み
企
画

　
　
　
風
鈴
色
付
け
体
験
』

　
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
風
鈴
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
素
焼
き
の
風
鈴
に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で

色
付
け
を
し
ま
す
。

■
期
　
間
　
７
月
１０
日
（
木
）
～
８
月
８
日
（
金
）

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
料
　
金
　
１
０
０
０
円
　
※
町
民
特
別
価
格
。

　
　
　
　
　
通
常
１
５
０
０
円
で
す
。

■
時
　
間
　
お
よ
そ
３
０
分

■
定
　
員
　
１５
名
（
要
予
約
）

●
予
約
・
問
合
先
　
西
湖
い
や
し
の
里
根
場

　
　
　
　
　
　
　
　
土
の
館
　
炉
漫
窯
　
前
田

　
　
　
　
　
℡
０
８
０-

５
０
２
４-

５
７
３
５

西
湖
い
や
し
の
里
根
場
特
別
企
画
展

　
山
梨
伝
統
工
芸
を
大
勢
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
第
一
弾
と
し
て
、
今
回
特
別
展
を
企
画

し
ま
し
た
。

　
富
士
山
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
和
空
間
を
つ

く
る
陶
芸
作
品
を
お
楽
し
み
下
さ
い
・
・
・
。

■
会
　
期
　
７
月
９
日
（
水
）
～
１３
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

■
会
　
場
　
西
湖
い
や
し
の
里
根
場

　
　
　
　
　
　
　
「
工
芸
館
」（
火
の
見
の
館
上
）

■
米
山
久
志
略
歴

　
　
伝
統
工
芸
新
作
展
入
選

　
　
日
本
伝
統
工
芸
展
入
選

　
　
新
宿
三
越
個
展

　
　
池
袋
三
越
個
展
・
二
人
展

(

今
回
の
建
物
利
用
は
短
期
的
な
も
の
で
、
長
期

利
用
に
つ
い
て
は
改
め
て
広
報
等
で
ご
案
内
し
ま

す
。)

「
い
や
し
の
里
・
根
場
」
か
ら
の
お
知
ら
せ
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平成21年度採用富士河口湖町職員募集案内平成21年度採用富士河口湖町職員募集案内

▲採用職種・人員 事務職2名程度・保育士職1名程度

事務職�

事務職�
昭和55年4月2日から昭和62年4月1日までに生まれた者で、
大学を卒業した者、卒業見込の者及び同程度の学力を有する者

昭和58年4月2日から平成3年4月1日までに生まれた者で、
高校を卒業した者、卒業見込の者及び同程度の学力を有する者

保育士職
昭和58年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた者で、
保育士（保母）資格のある者又は平成21年3月までに保育士資格
取得見込の者

▲受験資格

第一次試験
実施日 平成20年8月31日（日）

山梨学院大学(12号館、16号館)場　所

平成20年10月上旬実施日

富士河口湖町役場場　所
第二次試験

インターネット

での受付

役場総務課
での受付

平成20年7月9日(水)から7月30日(水)まで（土・日曜日、祝祭日を
除く）午前8時30分から午後5時30分まで

「やまなし申請・予約ポータルサイト」にて受付

平成20年7月9日(水)から7月23日(水)午後5時30分まで

（24時間受付）　注：プリンターのない方は不可

町ホームページ　http://www.town.fujikawaguchiko

.yamanashi.jp/の職員採用情報を確認し、申請案内に従って下

さい。

▲受付

▲試験日及び場所

▲問合せ 富士河口湖町役場総務課職員係　　  ℡ 0555－72－1112

○町村職員統一試験

平
成
21
年
度
富
士
五
湖
広
域

　
　
行
政
事
務
組
合
消
防
職
員
募
集
！

■
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
　
消
防
吏
員
７
名

■
受
験
資
格
　

　
　
年
齢
・
身
体
・
住
所
要
件
等
あ
り
。

　
　
詳
細
は
消
防
本
部
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

■
受
験
手
続

　
　
山
梨
県
町
村
職
員
統
一
採
用
試

　
験
申
込
書
に
て
申
し
込
ん
で
下
さ

　
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
裏
に
「

　
町
村
職
受
験
」
と
朱
書
き
し
書
留

　
郵
便
に
し
、「
受
験
票
」
に
は
宛
先

　
を
明
記
し
、
50
円
切
手
を
貼
っ
て

　
下
さ
い
。

　
　
ま
た
、
富
士
五
湖
広
域
行
政
事

　
務
組
合
所
定
の
診
断
書
を
１
通
添

　
え
て
下
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
　
７
月
９
日
（
水
）
～
７
月
30
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
（
土
日
祝
祭
日
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

　
　
　
郵
送
の
場
合
、
７
月
30
日
消
印
あ
る
も
の
ま
で

■
第
一
次
試
験
　
８
月
31
日
（
日
）
山
梨
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
次
試
験
は
10
月
上
旬
予
定
）

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
　
　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
１
８
９
６
番
地

　
　
　
　
　
　
　
富
士
五
湖
消
防
本
部
管
理
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
22
‐
４
４
２
８
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募集種目 資格
区 分 願 書 受 付 期 間

試験区分
採用予定
人員

試験案内
配布日

第1次試験
最終合格
発表日

受付期間
【インターネットに
よる受付締切日】

試 験 期 日 概　　要

２等陸・海・空士

防衛大学校学生

警察官
A

男性

女性

女性

男性

15名程度

２名程度

２名程度

20名程度

２名程度

男性
武道指導

平成21年
4月採用

７月11日
（金）

9月21日
（日）

12月5日
（金）

7月23日（水）
～
8月22日
【8月15日】

警察官
B

８月１日～９月１０日

９月８日～９月３０日

７月２２日～１０月１０日

９月５日～９月９日 ９月２７日～２８日

９月８日～９月３０日

受付時にお知らせ

一般曹候補生
(陸・海・空)

予備自衛官補
(一般)

１８歳以上
２７歳未満の者

１８歳以上
２７歳未満の者

航  空  学  生
(海・空)

高卒（見込）
２１歳未満の者

高卒（見込）
２１歳未満の者

看 護 学 生
高卒（見込）
２４歳未満の者

１８歳以上
３４歳未満の者

予備自衛官補
（技術）

１８歳以上で国家
免許資格などを有
する者（資格により
５５歳未満～
５３歳未満の者）

９月２９日
（女子）

９月２０日
（１次試験）

９月２３日
（１次試験）

１１月１５日～１６日
（１次試験）

１１月１日～２日
（１次試験）

１０月２５日
（１次試験）

１０月１８日～２０日
※いずれか1日を
指定されます

男子は通年を通じて
受付を行なっています

陸上は２年、海上、航空は３年を
１任期として任用
（以降２年を１任期)

採用後2年9ヶ月経過以降選考により
3等陸・海・空曹に昇任

飛行機・ヘリコプターのパイロットの
養成コース、入隊後６年で幹部昇任

修学年限４年
卒業後１年で幹部自衛官に昇任

修学年限６年
医師免許取得後は幹部自衛官に昇任

修学年限３年
看護士免許取得後２等陸曹に昇任

階級は指定しない
所定の教育訓練を終了した後
予備自衛官として任用

推
薦

一
般

問合せ先 ： 自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所

　　　　　　　　　住所：大月市御太刀２－８－１０　　電話：０５５４－２２－１２９８

山梨県警察では、平成20年度山梨県警察官採用試験を実施します。

採用日程等は、次のとおりです。

※ 試験職種及び採用予定人員は変更する場合がありますので、各試験案内で確認してください。

※ 試験職種により受験資格が異なりますので、詳細は各試験案内で確認してください。

〇山梨県警察本部警務課人事担当

　　　　　　　　　　 電話　０５５－２３５－２１２１（代）（内線２６３２～２６３４）

　　　　　　　　　 　　　　０１２－３１４８７４（採用専用フリーダイヤル）

〇山梨県人事委員会　 電話　０５５－２２３－１８２１

〇お近くの警察署　　（富士吉田警察署；２２－０１１０）・交番・駐在所

平成２０年度　自衛官等募集案内

「山梨県警察官採用のお知らせ」
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日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
義
援
金
名
　
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
義
援
金
」

■
募
集
期
間
　
～
７
月
18
日
（
金
）

■
受
入
窓
口
　

　
持
参
の
場
合
　
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
府
市
池
田
１-

６-

１
）

　
郵
便
局
　
口
座
番
号
「
０
０
４
８
０-

３-

７
７
７
７
」

　
山
梨
中
央
銀
行
下
飯
田
支
店

　
　
　
　
　
口
座
番
号
「
８
０
１
７
９
」

　
甲
府
信
用
金
庫
本
店
　

　
　
　
　
　
口
座
番
号
「
０
４
４
８
５
４
３
」

※
手
数
料
は
無
料
で
、
口
座
名
義
は
い
ず
れ
も
「
日
本
赤
十

　
字
社
山
梨
県
支
部
」
、
通
信
欄
・
備
考
欄
に
は
「
岩
手
・
宮

　
城
内
陸
地
震
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
総
務
課
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
５
１
‐
６
７
１
１

　
現
在
、
日
本
で
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
ド
ナ
ー

登
録
者
は
右
肩
上
が
り
で
増
え
て
お
り
30
万
人
を
超
え
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
移
植
率
（
患
者
さ
ん
が
移
植
を
受
け
ら
れ
る
割

合
）
は
未
だ
６
割
弱
に
と
ど
ま
り
、
患
者
登
録
さ
れ
た
患
者

さ
ん
の
４
割
以
上
の
方
が
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に
も
、
あ
な
た

の
ご
協
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
登
録
は
、
富
士
・
東
部
保
健
所
に
来
所
し
て
い
た

だ
き
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
説
明
と
意
思
確
認
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
登
録
を
承
諾
さ
れ
た
場
合
は
、
２
�
の
採
血
を
し
て

い
た
だ
き
30
分
程
度
で
終
了
し
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
人

・
年
令
が
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な
人

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し
た
人

・
体
重
が
男
性
45
�
・
女
性
40
�
以
上
の
人

※
ま
た
、
関
心
や
質
問
が
あ
る
方
に
つ
い
て
も
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
せ
・
登
録
受
付
先
　
地
域
保
健
課
℡
24-

9
0
3
5

　
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
病
気
を

難
病
と
い
い
ま
す
。

　
難
病
の
う
ち
、
治
療
が
困
難
で
、
病
状
が
長
期
に
わ
た

り
、
単
に
経
済
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、
介
護
な
ど
に
著

し
く
人
手
を
要
す
る
た
め
に
家
庭
の
負
担
が
重
く
、
ま
た
、

精
神
的
な
負
担
の
大
き
い
疾
病
45
疾
患
を
国
で
は
特
定
疾

患
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
疾
患
に
認
定
さ
れ
、「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」

の
交
付
を
受
け
る
と
、
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
が

助
成
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
の
助
成
は
、
病
気
の
重
症
度
、
所
得
額
等
に
よ
り

決
定
さ
れ
ま
す
。
初
め
て
の
方
は
主
治
医
の
先
生
に
ご
相

談
の
う
え
、
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。「
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
」
の
申
請
用
紙
は
、
保
健
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
療
養
生
活
に
関
す
る
こ
と
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
頂
く
か
、
山
梨
県
富

士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
難
病
支
援
）

を
ご
覧
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
健
康
支
援
課
　
℡
２
４
―
９
０
３
４

■
内
　
容
　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
の
に
な
じ
み
の
薄
い
「
生
物
多
様
性
」
に
つ
い

　
　
　
　
　
て
、
特
別
展
示
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

　
　
　
　
　
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

　
　
　
　
　
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　
８
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
環
境
省
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
一
部
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
要
保
険
料

■
申
込
み
　
一
部
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
要
申
込
　
　

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　H

P
:
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
i
o
d
i
c
.
g
o
.
j
p
/

●
問
合
先
　
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
　
担
当
　
山
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
６
０
３
１

■
日
　
時
　
７
月
18
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場
　
所
　
山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所

■
内
　
容
　
講
　
演
　
「
景
観
か
ら
捉
え
た
自
然
」

　
　
　
　
　
講
　
師
　
東
京
大
学
ア
ジ
ア
生
物
資
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
繁 

先 

生

■
定
　
員
　
１
５
０
名
（
事
前
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

●
問
合
先
　
県
土
整
備
部
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５-

２
２
３-

１
５
７
６
　

　
　
　
　
　
　
　F

A
X

０
５
５-

２
２
３-

１
６
７
０

「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
義
援
金
」
受
付
に
つ
い
て

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
の
お
願
い

山
梨
県
景
観
セ
ミ
ナ
ー

　
　
『
景
観
て
お
も
し
ろ
い
！
』

　
　
　
　
　
　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
」

難
病
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
受
付

◇
◆
生
物
多
様
性
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
！
◇
◆
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報
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２９

す
べ
て
の
方
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
き
ま
す
!

　本年７月７日から９日までの間、北海道洞爺湖町において、日本をはじめ８か国の首脳が

一堂に会するサミットが開催されます。サミットのような国際的なイベントはテロリスト

が自らをアピールする格好の場となり、平成１７年７月のイギリス・サミットでは、開催期間

中にロンドンで地下鉄等を狙った同時多発テロ事件が発生し世界中に大きな衝撃を与

えました。また、アル･カーイダなど国際テロ組織は、サミット参加国であるアメリカなど

をテロの対象と名指しし、これまでも様々なテロ攻撃を行っており、日本もまた「テロの

標的である」との声明を出しています。                                 

　◎不審者や不審物の発見ため、検問等で持ち物や車のトランクを確認させていただくことがあります。              

　◎サミットや閣僚会議場の周辺では交通規制を行います。

　　マイカーの利用を控え、公共交通機関を利用するなど混雑緩和にご協力をお願いします。 

 

   

　

  テロといっても、いきなり実行できるものではありません。海外のテロ事件でもテロリストは必ず事前に現場の下見、拠点

となるアパートなどの確保、爆弾製造などに必要な物の調達、さらにインターネット等を使って仲間と連絡をとるなど様々な

準備をしています。この段階で不審者を発見することにより、テロを未然に防止することができるのです。

◎空き家や空き別荘などで不審者(車)を見かけませんか？

◎住宅街のゴミ置き場に薬品や化学剤の空瓶など不自然と思われるような物が捨てられていませ

　んか？

◎住宅街で工場などもないのに薬品臭などがしませんか？

　また、薬局・薬店など化学剤等の販売や、ホテル・旅館等の宿泊業、不動産業を営む方々で、不審者(車

)に関する情報がありましたら、すぐに最寄りの警察署・交番(駐在所)までお知らせください。緊急の場

合には１１０番で通報をお願いします。

　

山梨県警察本部　℡０５５－２３５－２１２１　　富士吉田警察署　℡０５５５－２２－０１１０

情報提供のお願い

国際テロ対策の未然防止にご協力を!

■
年
金
記
録
を
確
認
し
て
必
ず
回

答
し
ま
し
ょ
う

　
年
金
記
録
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
は
、
本
年
３
月
14
日

の
「
年
金
記
録
問
題
に
つ
い
て
の
今
後

の
対
応
に
関
す
る
工
程
表
」
等
に
基
づ

き
、
今
後
と
も
着
実
に
取
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
４
月
か
ら
は
、
３
月
ま

で
に
送
付
し
た
以
外
の
す
べ
て
の
年

金
受
給
者
に
５
月
ま
で
に
、
ま
た
、
す

べ
て
の
現
役
加
入
者
に
６
月
か
ら
10

月
ま
で
に
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届

け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、

緑
色
の
封
筒
で
届
け
ら
れ
ま
す
が
、
年

金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
な

く
て
も
、
す
べ

て
の
方
が
必

ず
回
答
す
る

こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
忘

れ
ず
に
必
ず

回
答
し
ま
し

ょ
う
。

◆
緑
色
の
封
筒
で
届
け
ら
れ
ま
す

　
自
営
業
、
専
業
主
婦
、
学
生
な
ど
の

現
役
加
入
者
の
方
に
は
、
直
接
、
本
人

の
住
所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
社
勤
め
の
方
に
は
、
お
勤

め
の
会
社
を
通
じ
て
（
協
力
が
得
ら
れ

た
場
合
）
も
し
く
は
、
直
接
、
本
人
の
住

所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
受
給
者
の
方
に
は
、
直
接
、
本

人
の
住
所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

◆
住
所
変
更
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か

 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
確
実
に
届
け

ら
れ
る
た
め
に
は
、正
し
い
住
所
が
必

要
で
す
。
変
更
の
手
続
き
を
忘
れ
ず

に
。

◆
氏
名
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に

加
入
し
て
い
た
方
は
、
特
に
、
注
意
し

て
記
録
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
質
問
や
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
℡
0
5
7
0-

0
5
8-

5
5
5

　
・ 

月
～
金
曜
日
　

　
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
・ 

第
二
土
曜
日
　

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

「
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
の
場
合
　

　
℡
03-

6
7
0
0-

1
1
4
4

◆
お
電
話
以
外
に
は

　
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
年
金
相

談
セ
ン
タ
ー
や
都
道
府
県
社
会
保
険

労
務
士
会
で
も
無
料
で
相
談
を
受
付

け
て
い
ま
す
。

　
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
　
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
i
a
.
g
o
.
j
p
/

　
大
月
社
会
保
険
事
務
所
　

　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
会
　 

 

　
　
℡
0
5
5-

2
5
3-

4
0
0
4
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富
士
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３０

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

ゼ
ン
ヒ
ラ
ノ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
心
と
か
ら
だ
の
表
現
」

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
か
ら
募
集

山
梨
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

‐
か
け
な
い
　
す
わ
な
い
　
の
ま
な
い
‐
マ
ー
ジ
ャ
ン

　
　
雀
健
倶
楽
部
主
催
『
第
12
回
健
康
麻
雀
大
会
』

＝
平
成
20
年
度
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動
＝

　
夏
休
み
釣
り
体
験
＆

　
　
　
環
境
に
や
さ
し
い
ル
ア
ー
作
り
２
０
０
８

募

集

　
今
月
は
、
石
こ
ろ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
26
日(

土)

午
後
２
時
～ 

に
ん
じ
ん

　
　
　
　
　
７
月
27
日(

日)

午
後
２
時
～ 

じ
ゃ
が
い
も

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
5
0
0
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
定
　
員
　
20
名(
予
約
優
先)

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

■
日
　
時
　
７
月
15
日(

火)

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
・
視
聴
覚
室

■
参
加
資
格
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
で
き
る
方

　
　
　
　
　
　
老
若
男
女
国
籍
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
！

■
競
技
規
定
　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル(

勝
抜
き･

得
点
順
位)

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円 

(

昼
食
・
飲
み
物
付)

■
賞
　
品
　
優
勝
他
、
参
加
賞
等
あ
り

■
締
切
り
　
７
月
８
日(

火)

　
午
後
５
時

■
定
　
員
　
24
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り)

●
申
込
・
問
合
先
　
�
72-

1
5
2
3(

横
地)

※
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
毎
週
火
曜
日

　
中
央
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か

　
け
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
21
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
富
士
河
口
湖
校

　
　
　
　
　
（
町
営
温
泉
「
芙
蓉
の
湯
」
西
南
側
）

■
対
　
象
　
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
、
高
齢
者
（
55
歳
以
上
）

■
定
　
員
　
50
名
（
子
ど
も
40
名
、
高
齢
者
10
名
）

■
締
切
り
　
７
月
11
日
（
金
）（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
）

■
参
加
費
　
６
０
０
円
（
食
事
・
保
険
料
含
、
入
漁
料
は
各

　
　
　
　
　
自
で
負
担
、
小
学
生
無
料
、
中
学
生
5
2
0

　
　
　
　
　
円
、
大
人
1
0
0
0
円
）

■
主
　
催
　
N
P
O
法
人
　
日
本
釣
り
環
境
保
全
連
盟

●
申
込
先
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
富
士
河
口
湖
校
（
加
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
℡
83
‐
３
５
２
０
　F

A
X

73
‐
２
５
３
２

　
悩
ん
で
も
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
も
時
間
の
無
駄
。
演
技
の

訓
練
を
使
っ
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
親
子
で
参

加
も
Ｏ
Ｋ
！

■
日
　
時
　
７
月
15
日
（
火
）（
月
３
回
予
定
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
20
分
集
合

■
会
　
費
　
３
回
で
千
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館

●
問
合
先
　
ゼ
ン
・
ヒ
ラ
ノ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
担
当
　
武
部

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
0
9
0
‐
9
6
9
8
‐
7
9
1
1
）

＝
左
官
・
タ
イ
ル
教
室
＝

　
洋
風
神
垣
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
作
品
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
日
　
時
　
８
月
23
・
24
日
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

■
受
講
料
　
１
万
５
千
円
　
■
定
　
員
　
先
着
10
名

■
締
切
り
　
７
月
31
日
（
木
）

＝
２
級
建
築
士
・
設
計
製
図
講
座
＝

■
日
　
時
　
８
月
か
ら
10
日
間

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

■
受
講
料
　
会
員
　
１
万
円
　
会
員
外
　
１
万
２
千
円

■
締
切
り
　
７
月
31
日
（
木
）

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　
℡
22
‐
5
2
1
4

　
当
校
で
は
、
職
業
に
必
要
な
技
能
及
び
こ
れ
関
す
る
知

識
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
方
々
を
対
象
に
、
能
力
開
発
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
　

■
９
月
に
行
う
在
職
者
訓
練
講
座

 

・
ワ
ー
ド
（
応
用
）
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
Ⅰ
�
Ⅱ
、
ア

　
ク
セ
ス
（
基
礎
・
応
用
）
、
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
機
械

　
設
計
の
基
礎

■
10
月
に
行
う
在
職
者
訓
練
講
座

　
・
商
業
簿
記
３
級
�
・
�
講
座

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
℡
５
５
３
‐
32
‐
５
２
０
２

　
　F

A
X

０
５
５
３
‐
32
‐
５
２
０
３
　

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計
グ
ラ
フ
の
作
成
を
通

し
て
、
統
計
を
活
用
し
、
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
「
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
11
月
に
、
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
に
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
あ
な
た
の
作
品
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
！

◆
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
で
、
６
つ
の
部

　
　
　
　
　
　
門
が
あ
り
ま
す
。（
小
学
1
・
2
年
生
～
高

　
　
　
　
　
　
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
・
・
・
小
学
生

　
　
　
　
　
　
以
上

◆
課
　
題
　
自
由
（
小
学
生
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、
自
ら

　
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
。
）

◆
規
　
格
　
Ｂ
２
判
（
72
・
8
㎝
×
51
・
5
㎝
紙
質
、
色
彩

　
は
自
由
、
パ
ネ
ル
仕
上
げ
、
表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー

　
等
の
調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）
。

◆
応
募
方
法
　
県
企
画
部
統
計
調
査
課
へ
郵
送
又
は
持
参

◆
応
募
期
限
　
９
月
５
日
（
金
）

◆
表
　
　
彰
　
部
門
ご
と
に
、
知
事
賞
１
点
以
内
、
教
育

　
　
　
　
　
　
長
賞
２
点
以
内
、
佳
作
若
干

　
　
　
　
　
　
（
賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加

　
　
　
　
　
　 

 

者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。
）

◆
そ
の
他
　
優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク

　
　
　
　
　
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。

◆
問
合
先
　
統
計
調
査
課

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
3
4
4
　
　

　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5-

2
2
3-

1
3
4
7



広
報
富
士
河
口
湖

　
３１

第
13
回
は
ま
な
し
寮
夏
ま
つ
り

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
３
億
円
！

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
よ
り

　
　
～
夏
休
み
特
別
料
金
の
お
知
ら
せ
～

夏
休
み
子
ど
も
の｢

き
こ
え｣
と｢
こ
と
ば｣

の

　
　
　
相
談
会
の
お
知
ら
せ

ゆ
り
園
「
リ
リ
ー
パ
ー
ク
」

　
　
　
特
別
招
待
券
を
３
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」
と

　
　
「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
！

　
県
で
は
、
内
閣
府
と
の
共
催
で
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
例
年
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年

度
も
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
ポ
ス
タ
ー
》

■
テ
ー
マ
　
　
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
能
力

　
を
発
揮
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

■
応
募
資
格
　
小
学
生
、
中
学
生

■
規
　
　
格
　
画
用
紙
B
３
判
ま
た
は
四
つ
切
。
彩
色
画

　
材
は
自
由
で
す
が
、
募
集
は
縦
長
の
み
と
し
ま
す
。

《
作
　
文
》

■
テ
ー
マ
　
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪

　
―
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
体

　
験
を
広
げ
よ
う
―

■
応
募
資
格
　
小
学
生
以
上

■
規
　
格
　
　
用
紙
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使

　
用
し
て
く
だ
さ
い
。
小
中
学
生
部
門
は
原
稿
用
紙
２
～

　
４
枚
程
度
、
高
校･

一
般
部
門
は
原
稿
用
紙
４
～
６
枚
程

　
度
と
し
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
合
先

　
県
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉
課
　
地
域
生
活
支
援
担
当

　
　
住
　
所
　
〒
４
０
０
‐
８
５
０
１

　
　
　
　
　
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
６
‐
１

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
６
１

　
　
　
　
　
　
　F

A
X

０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
６
４

■
応
募
期
間
　
７
月
１
日
～
９
月
３
日
ま
で
で
す
。

　
「
ふ
じ
て
ん
リ
ゾ
ー
ト
リ
リ
ー
パ
ー
ク
」
は
、
今
年
が
５

周
年
目
の
記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
ふ
じ
て
ん
リ
ゾ
ー
ト
リ
リ
ー
パ
ー
ク
」で
は
、

こ
の
５
周
年
を
記
念
し
て
、
富
士
河
口
湖
町
民
の
皆
さ
ん

に
、「
リ
リ
ー
パ
ー
ク
」
特
別
招
待
券
を
各
家
庭
に
３
枚
ず

つ
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
贈
呈
方
法
　
役
場
開
庁
時
に
、
町
役
場
企
画
課
へ
町
民

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、

贈
呈
期
間
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
リ
リ
ー
パ
ー
ク
営
業
期
間
　
７
月
19
日
～
８
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
（
入
園
料
　
大
人
千
円
、
小
人
五
百
円
）

●
問
合
先
　
ふ
じ
て
ん
リ
ゾ
ー
ト
リ
リ
ー
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
85
‐
２
０
０
０

■
設
定
期
間
　
７
月
16
日(

水)

～
7
月
31
日(

木)

■
設
定
料
金

※
町
民
の
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
小
学
生
　
名
札
な
ど
）

●
問
合
先
　
⑭
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
24-

6
8
8
8
　

　
お
子
様
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

た
電
話
・
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
17
日
（
木
）
～
20
日
（
日
）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
）
幼
児
指
導
室

■
対
象
児
　
０
歳
児
よ
り

■
相
談
内
容
　
①
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
　

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
悩
み
相
談
、
②
「
き
こ
え
」
と

　
　
　
　
　
　
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ
る
お
子
様
へ
の

　
　
　
　
　
　
か
か
わ
り
方
ア
ド
バ
イ
ス(

育
児
相
談)

、

　
　
　
　

　
　
③
聴
力
測
定
、
④
補
聴
器
相
談

■
申
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
要
予
約

※
締
め
切
り
は
７
月
11
日(

金)

午
後
５
時
ま
で

●
問
合
先
　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー｣

　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
3-

22-

1
3
7
8
　

　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
3-

22-

6
4
1
9

　
　
　
　
　e

-
m
a
i
l

　s
o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.
k
a
i
.
e
d
.
j
p

　
は
ま
な
し
寮
の
利
用
者
さ
ん
と
地
域
住
民
の
み
な
さ

ま
方
が
、
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
す
お
祭
り
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
26
日(

土)

　
午
後
６
時
～
９
時
　

■
場
　
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
内(

山
梨
赤
十
字
病
院
南
隣)

　
　
　
　
　
　
　
は
ま
な
し
寮
前
庭(

雨
天
の
場
合
は
施
設
内
に
て

)

■
内
　
容
　
岩
崎
健
一
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
・
模
擬
店
・
盆
踊
り

　
　
　
　
　
・
市
川
大
門
の
花
火
師
に
よ
る
打
上
げ
花
火

●
問
合
先
　
県
社
会
福
祉
事
業
団
　

　
　
　
　
　
　
身
体
障
害
者
療
護
施
設
は
ま
な
し
寮
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

５
３
２
２
（
担
当
　
藤
本
）

●
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
万
長
者
が
１
２
０
人

　
１
等
‐
２
億
円
×
40
本
、
　
２
等
‐
１
億
円
×
80
本

●
当
た
り
実
感
の
あ
る
小
額
賞
金
も
豊
富
！

　
４
等
‐
50
万
円
×
４
千
本

　
５
等
‐
１
万
円
×
40
万
本

　
６
等
‐
３
千
円
×
４
百
万
本

■
発
売
期
間
　
７
月
14
日
（
月
）
～
８
月
１
日
（
金
）

通常料金

4,800円

4,300円

3,500円

1,200円

1,200円

600円

設定料金区分券種

フリー

パス券

入園券

2,900円大人

中人

小人

大人

中人

小人

2,600円

2,200円

500円

500円

300円


